
ホタテガイの増養殖に関する研究

Ⅰ ホ タ テ ガ イ の 天 然 採 宙 試 験

1､ 浮遊 幼 生 と 付 着椎 貝 の調査
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ホタテガイの産卵時期､産卵規模､浮遊幼生の出現状況､付着稚月量等を明らかにするとともに､よ

b能率的な天然採苗を行なうためIK本試験を行をった｡

･ 本調査に当D､母月採捕では川内､西平内第-漁業協同組合＼清水川の浮遊幼生調査では東平内青年

漁業研究会の方々のど協力を得た.開係各位VTLお礼申し上げる｡

調 査 方 法

(1) 茂浦地先の表面水温変化

(2)母見成熟度の調査

用内地先の水深15､ 171nよ

bホタテガイを昭和 44年2月24

日､ 3月7日､3月17日､ 3月

27日､ 4月5日､4月14日の

6回､平内町浦田地先の水深11

7nよb昭和44年 2月13日､2

月26日､ 3月12日､ 3月25

日､ 4月 11日の5回にわたって

採捕し､雌雄別vC生殖巣の成熟度

､軟体部重 量

した｡

x 100(tab)) を測定

第 1図 調 査 点･3', 赤星 静雄 :現在sANTOS.且

ST.SP.BRAS工L･3'i･1'! 武田 雷介 :現在兵庫県水産業改良普及貞 州本農林事務所駐在



13)産卵誘発率と自然産卵

川内地先のホクテガイを現場水温よb高い10- 13℃の温海水をかけ流すことによb産卵誘発率

を調査した.夜か室内で癖水をかけ流しておくことVCよb何時産卵するかを観察した｡

(4) 浮遊幼生の出現状況

第 1図の調査点について第 1表のように調査を行なった｡点Pは12臥 川内は3臥 睦奥西湾は

5回､清水川は 7臥 陸奥湾全域は4月23日から26日にかけての1回であるo

(5)付着稚月の調査

昭和44年7月1日から4日IrLかけて陸奥湾内26ヶ所につい'て調査した.各地先の付着器を上中

下層よb採取し､各地先の 1袋当Dの数量に換算して示したo

調査結果と考察

(1).水 温

茂浦地先の表面水温の変化を第2図に示した.昭和43年にくらべて2- 3月の水温が低 く浸って

おD､昭和44年の最低水温は2月下旬とをっていた｡ 4℃以上の積算水温の変化を第 3図に示した

が､昭和43年Ijeくらべて､昭和44年は水温の上如かたが遅れていたことを示している｡

(2)母月の成熟度

浦田､川内地先の成熟度の季節的変化は第

4､ 5図のとおbであった｡浦田では3月下

旬 (25日)から成熟度に下降がみられ､川

内では4月に入ってから本格的な下降がみら

れる｡

これらのことから浦田では既に3月下旬に､

川内では4月に入ってから産卵が行なわれた

ものと推察できる｡
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第2図 表面水温の変化 (茂浦半句別)



第3図 4℃以上の演算水温の

変化 (茂浦表面水温)(3)産卵

誘発率と自然産卵第5図に産

卵誘発率を示したが､既に3月

に入ると水温を上昇するだけで

かなDのものが産卵した.高い

産卵誘発率を示したのは3月末

のものであった｡また産卵誘発率に

おいては雌よDも雄の方が常vTL高い率で

反応していたことは興味ある現

象であった｡なお実験室

において海水をかけ流して飼育して

いたところ3月28日VCは一部のものが産卵

した｡この時の水温は7.0℃

であった｡これらのこ

とから川内地先のホクテガイは3月

のごく末から4月vC本格的VC産卵があった

ものと思われる｡
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(4) 浮遊幼生の出現状況

点P､および清水川の3lKおける幼生の出現状況を第1表､窮6､ 7図に示した.点Pでは5月11

日IK 138個/mS (以下同じ)の平均出現量であb20O/上以上の幼生は5月8日に50個と最高値を

示 した｡

第 1表 ホタテガイ浮遊幼生出現量 (価/m8)

月日場汚点 4月ll 15 16 18 21 23 24 25 26 28 5月1 2 3 7 8 ll 16日 日 日 日 日 日

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日セン′メI P12345678910ll121314 65 257510075 0 2511010065 6510010015 905065151105040 22514075 58訂 75

100 115260115100 115 1585565

5] 4090川内 123 502525 1755 58清水川 1233A3定3B 20505857.67 10401540 602025885] 50刃755055 50906525167 88401257550 501065150



第6図 点Pにおける殻長別幼生出現状況と
平均出現量 (平均出現量は4層から採

れたので全出硯数を千で除した｡) 第7図 清水川3におけ

る穀長別幼生出現状況と平均出現量 (平均出現数は全出現

数を千で除した｡)一方清水川3では5月3日に125個と最高値を示し､この時200

〟以上の幼生でも点P同様50個と最高値を示した｡幼生の平均出現量は何れ も5月に入ってから最高値を

示しておD､産卵が昨年にくらべてかなb遅れたようであった.
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第9図 浮遊幼生の穀長組成 第 10図 浮遊幼生の

垂直分布 (44.4.25)第2表 昭和 44年度ホタテガイ付着稚月調査結果項目経 営 別 設 置 月 日 設置水深 設置 幹綱まで 採苗器の
付着器の 調査月日 付着器 1組A 統数 の 水 沫 幹綱の総 総 数 イ匪紬の平ロ名 (Tn) (統) (m)全長 (7

n)(杉の菓) 均重萄5)野 田 今 津 個 人 4.25 55 9 10

1,080 1,450 7.1 1,167船 岡 グ ルー ブ

4.20 50- 50 10 7 5,000 5,000 I 1,200蟹 田 町 個 人

4.26 40 8,000 40,000 〃′ 700蟹田町第- JV 4.10- 25 22- 訂 20 17--25 2,000 10,00

0 JV 1,075蓬 田 村 組合自営 4.25 20- 27 15 1,5

00 7,500 JV 600後 潟 新 生 個 人 4.25- 部 50 列〕

16 10,800 81,ODD JV 666奥 内 〟 4.24 52 2
14 15 10,700 85,600 7.14 1,0〔〕0

油 川 一グ 4.20 15- 25 25 6 1,.250 10,000 7

.1 1,500沖 舘 一グ 4.25--5.5 10J～ 20

7 6- ll 700 2,800 JV 967青 森 市 JV 4.20

-5.18 50 d 10 1,200 6,200造 道 .V 4.25.- 27 1

5 5 7.5 .270 1,800 7.2 1,555原 別 JV

4.26 20 5 8 剖0 1.680 一グ 1,700野 内 JV 4.20

--27 27 27 9 1,550 10,125 JV 1,8]0久 栗 坂 Jグ 4.19-5.5 14



以上のことから昭和44年のホタテガイ産卵は水温の上昇がだらだらで遅れたこと､ したがって幼

生の出現量も少なく､ホタテガイの成育壌境としては思まれをい状況が多かった｡幼生の調査ではホ

タテガイの幼生が少ないことはもちろんのこと､他の二枚月の幼生出現量も著しく少なく巻月類の幼

生が多数見られた｡

(5)付 着 稚 月

陸奥湾全域の付着量は第2表､弟 11図のようになった｡付着量は陸奥東湾がよく西袴の方は慈かっ

た.特にむつ市沖合の付着量は 1袋当91,289個と最高を示した.第 11図の付着状況は第8図の

幼生分布状況とよく似ていた.むつ市沖合では付着期に適した幼生が他の地先よb多かったためと思

われる｡

この原因として海潮流や風による影響が大きいと考えられる｡第 12図に5月中の風向別頻度を示

したが､昭和 44年5月は西南西の風が卓越しておD､幼生が陸奥東湾め奥部-集積された可能性は

高 い.

付着器1個当Dの殻長別付着量 (個) 付着椎月の穀長別総官十(千個) 中間育成が出来ると思われる稚月の総数 (千個)2雛 下 2-57‰ 5-10'yn 合 計 2御 下 2-57驚 5-

10mji 合 計96(21.2) 297(65.7) 59(15.1) 452 159

451 86 656 29548(51.8ーJ 78(51.7) 25(16.5)

151 240 590 125 755 部817(22.1) 46(59.7) 14(18.2

7 77 680 1,840 560 5,080 1,42457(22.7ー 88(54

.0) 盟(25.5) 165 570 88〕 58〕 1,650 78264(42

.4) 81(55.6) 6(4.0) 151 480 608 45 1,155 54556(25.2)
125(55.4) 45(19.4ー 222 4.556 9,965 5,485 17,982 8,11787

(22.6) 268(69.6) 50(7.8) 585 7,447 22,941 2,568 52,956

15,782151(27.2) 286(59.5) 64(15.5) 481 1,510 2,8

60 640 4,810 2,00652(55.7) 44(46.5) 19(12.0) 95 90 125 55 266 110

25(24.7) 62(66.7) 8(8.6) 95 41 112 14 167 6955(

19.1) 190(68.5) 55(12.6) 278 89 519 59 467 21592(28.2) 165(50.0) 71(21.8) 526 952 1,650 719 5,501 1,47

2149(55.6) 245(58.1) 26(6.5) 418 1,274 2,078 222

5,574 1,25998(48.0) 85(41.7) 21(10.5) 204 5,058 2,655
651
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女経 営 別 設置 月 日 設置水深 設置 幹綱まで 採苗器の 付着器の
調査 付着器1組A目 統数 の 水 羅 綱の総 数ifJ'tiiの5g) 月日 i出 少の平ロ名 (7n) (統)

(7n)全長 (rn) 均重萄グ‖東 田 沢 iFB)}レ_令組合自営 4.20- 29 55--47

76 15 15,200 60,0弧 7.5 980小 湊 個 人

4.27 27 27 7 5,240 22,680 7.2 nO東

千 内 A/ 4.20- 刀 20 55 8 5,250 24,500 JV 1,120野 辺 地 1FW,
レ_令組合自営 4.24-5.2 10- 20 26 1.5 2,285 15,

882 JC/ 1,040横 浜 個 人 4.26 20- 22 54 4.5

5,400 25,500 /V 1,451浜 奥 内 個 人組合自営 4.22--5.8

10 500 1,000 7.1 1,155田 名 部 グループ 4.50--

5.5 18- 24 10 5 1,000 10,100 JV 1,895む つ 市 個 人 5.5 22--25 10 5--5 1,000 5,1

00 7.2 1,227川 内 組合自営 5.5--4 25 55 5 5,500 15,000 7.1 2,210

脇 野 沢 .a/ 5.2--5 ll 1,100

4,500 JV 1,850合 計 27 1,000 116,848

582,081 51,555平 均 57 4.,528 2

1,559 1,215穀長別の%

総付着量に対す る 帝



付着器1個当bの顔長別付着量 (個) 付着椎月の穀長別総計 (千個) 中間育成が出来ると思われる稚月の総数 (千個)27n/nhj下 2-5rn 5-lo覧 合 計 2駕以下 2-5m/n 5-

10yJn 合 計90(15.1) 420(70.4) 87(14.5) 597 5,405 25,215 5,

225 55,859 17,到8175(50.9) 510(55.4) 77(15.7) 560 5,924

7,051 1,746 12,701 5,087505(69.5) 115(25.9) 20(4.6) 4

56 7,424 2,769 490 10,685 1,926520(55.9) 545(57.6) 80(

8.5) 945 5,082 8,624 1,271 14,977 5,456570(56.9) 174(26.8) 106(16.5) 650 9,455 4,457 2,705 16,5

75 4,65275(76.0) 20(20.81 5(5.2) 98 75 20 5 96 15

417(-55.8) 297(59.8) 55(4.4l 747 4,212 5,000 555 7,545

1,800815(65.1)I 585(29.7) 95(7.2) 1,289 4,146 1,955

474 6,575 1,404570(45.5) 455(55.5) 27(5.2ー 8

50 5,55] 6,795 405 12,75] 5,76570(58.9l 77(42.8ー 55(18.51 180 515 547 149 811 508

4.126 5,525 1,069 10,518 72,455 151,547 25,276 229.

056 88,451159 205 41 405 2,786 5,052 972 8,810

59.
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第 11図 付着稚月 (1袋当b) (44.7

.1-5)第13図に年度別の穀長組成

を示したが昭和 44年は小さを稚月が占め

る率が高かった｡第 14図は地先別の戯

長組成を示したが､地先によって著 しく異

なっている｡津華半島沿岸の蟹田､奥内で

は良い成長を示し､川内､むつでは成長が

悪かった｡このことは付着時期が遅れたのか

､あるいは付着後の成長が劣ったのかは定

かではない｡なお最近4カ年間の採苗事

業をみると第3表のようになった.付着器1

個当bの付着量が 405個と昭和 42､ 4

3年にくらべて各々40.19%であった｡こ

のため採取数は8,843万個と夜

b昭和43年の35,248万個の24

%となった｡しか しながら採苗器の設置規模はかなb

伸びておb今後とも伸びつづけるであ

ろう｡-154- ら第12

図 5月の風向別頻度(青森気象台資料に



第 3表 陸奥湾における最近4カ年の採苗事業の変遷

年度事項 昭和41 42 43 44 (44-3)×100(㊨) (4.-3ー×10

0(%)1. 組 合 ▲ 支 所 15 15 25

27 180 1172. 施 設 数 (カ統) 101 228 6

85 1,000 459 1463. 幹 綱 延 長 (7n) 5,050 15,290

78,528 116,848 879 1494. 付 着 器 総 数 (個) 52,160 9

7,520 504,996 582,081 597 1915. 等

管 右警 豊 (個) 201 1,012 2,089 405 40 196. 付 着稚 月 総 数 (万個) 541 17,627 89,251 22,905 1罰

267. 中間育成予想数 (万個) 106 10,217 40,4訂 8,

845 87 228. 中間育成実施数 (万個) 99 7,50

0 55,248 8,522 114 249. 中間育成の割合幕 1脇 ー 29.1 42.5

59.5 57.210.利 用 率 率 10(那 95.8 75.4 87.2 96

.4昭和44年の天然採苗をふりかえって昭和 44年度のホクテガイ付着状況は著 しく悪 く

､採取数は 8,522万個に終わった｡このため北海道噴火湾沿岸よb約8,000万個を

昭和 44年 12月から昭和 45年 3月にかけて移殖放流 した｡このように天然採苗の場合､付

着器1個当Dの付着数量に大きな年変動がみられるわけで､採苗器投入以前におおよその付着量を予

報できれば､付着器を沢山入れることvCよbある程度採取数を確保できるであろう｡さらにむつ市沖合のように付着の


